
東京2020オリンピック聖火リレー

埼玉県ルートに　　　　　決定！杉戸町
東京2020オリンピック聖火リレー（埼玉県ルート）　2020年7月7.8.9日

社会教育課　スポーツ振興担当　内線493問合せ

　2019年6月1日、公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会から、東京2020オリンピッ
ク聖火リレーのルート概要が発表され、杉戸町が通過自治体に選ばれました。
　埼玉県内の聖火リレーは、2020年7月7日㈫から7月9日㈭の3日間で実施され、杉戸町の通過は7月8日㈬の予
定となっています。なお、杉戸町内の通過ルート詳細については年末ごろに公表される予定です。
　このことは、杉戸町にとって大変喜ばしいことであり、町民の皆様とともにオリンピック・パラリンピックの更
なる気運醸成を図りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　オリンピック聖火は、開催国においてオリンピックの象徴となり、聖火ランナーがリレーで繋ぐものです。
　東京2020オリンピック聖火リレーは、2020年3月26日に福島県を出発し、日本全国47都道府県を回る全国参加型
リレー（121日間）となります。
　47都道府県の内、埼玉県は46番目に通過します。通過自治体数としては、東京に次ぐ2番目に多い40市町となります。

　東京2020埼玉県聖火リレー実行委員会は、オリンピック聖火ランナーを募集しています。「ぜひとも、埼玉県を
走りたい」という方のご応募をお待ちしています。
■募集期限　2019年8月31日㈯まで　　　■募集人数　65人
■主な応募要件　・2008年（平成20年）4月1日以前に生まれた人（国籍・性別不問）
　　　　　　　　・�現在または過去に埼玉県にゆかりのある人
　　　　　　　　　（在住、在勤、在学、活動実績、家族または親戚の居住など）
■応募方法　県ホームページの応募フォームに必要事項を入力してください。
　　　　　　県ホームページに右のＱＲコードからアクセスできます。

�　1964年開催の東京オリンピックの聖火は、4つのコースに分かれて全都道府県を巡りました。
1964年10月6日、群馬県から埼玉県上里町に引き継がれた聖火は、国道17号線（旧中山道）沿
線の本庄市・深谷市・熊谷市・行田市・鴻巣市・北本市・桶川市・上尾市を1日で走り抜け、
埼玉県庁に到着。そして、翌7日、埼玉県庁を出発した聖火は、蕨市から戸田市（ボート競技
会場）に到着し、荒川の中継所で東京都に引き継がれました。

草加市➡八潮市・三郷市➡吉川市・越谷市➡秩父市・皆野町・長瀞町➡
春日部市➡杉戸町・宮代町➡久喜市・加須市➡行田市➡熊谷市の15市町9区
間を通過します。
※7月7・9日の通過市町については、右のQRコードで確認できます。

7月8日の

聖火の行方

ちょこっと
昔話

東京2020オリンピック聖火リレーと埼玉県

東京2020オリンピック聖火リレー
埼玉県聖火ランナーを募集しています

埼玉県聖火ランナー募集コールセンター
☎048（825）1130（平日9時～ 18時）

問合せ

プレミアム付商品券の販売が始まります
■�消費税・地方消費税率の10％への引上げによる消費に与える影響を緩和するため、次の対象となる方へプレミ
アム付商品券を販売します。

福祉課　社会福祉担当
☎（33）1700（専用ダイヤル）

問合せ

非課税者分 子育て世帯分

購入対象者
2019年度の住民税が課税されていない方（課税基準日
2019.1.1）
※課税されている方と生計が同一の配偶者や扶養されて
いる方、生活保護の受給者などは対象外となります。

年齢が3歳未満（2016.4.2生まれから2019.9.30
生まれまで）のお子さまがいる世帯の世帯主

購入限度額 1人につき25,000円（販売額20,000円） 対象児童1人につき25,000円（販売額20,000円）
申　　　請 8月上旬頃に申請書を発送（申請締切日：�11月29日㈮） 不要
購入引換券
の発送時期 申請書の審査後、9月中旬頃より随時発送 9月中旬頃に発送

その他　●�ご案内が確実に届くよう、お引越しの際には、転入・転出の手続き、郵便局へ
の転居届の提出をお願いします。また、東日本大震災により避難された方で避
難先住所等の変更があれば、届出をお願いします。

　　　　●�配偶者からの暴力を理由に避難している方で、事情により2019.1.1以前に杉戸
町へ住民票を移すことができていない方は、福祉課へご相談ください。

　　　　●�市町村や内閣府等が、手数料の振り込みやATMの操作のお願い、詳細な個人情
報の照会等をお願いすることは絶対にありません。特殊詐欺や個人情報の詐取
に十分ご注意ください。

詳細は、町ホームペー
ジ（上ＱＲコード）を
ご覧ください。

令和元年度　杉戸町平和企画展 住民協働課　国際化・交流担当　内線287問合せ

平成を振り返る ～戦争がなかった日本とその裏側で～
　終戦から44年後の1989年、「国の内外、天地とも平和が達成される」という意味を込
めた「平成」の時代が始まりました。
　国内ではバブル崩壊、少子高齢化、大規模災害など様々な問題が生まれた一方で、技
術革新が進み、身の回りが便利になり「戦争のない平和な時代」でもありました。
　国外に目を向けると、湾岸戦争やイラク戦争、ルワンダ虐殺、ソマリア内戦などの戦争・
紛争などが今もなお世界中で起きています。
　そして、2019年5月、「平成」が終わり、「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生
まれ育つ」という思いが込められた「令和」という新しい時代の幕が開けました。
　今年の平和企画展は、戦争のない時代“平成”に焦点を当て、30年間を振り返り、国
内で起きた出来事とその裏側の世界で起きていた戦争や紛争について考えます。

オープン展示　<入場無料> 講演会　<入場無料>
期間　8月16日㈮～8月21日㈬
　　　9時～21時　※最終日は17時まで
場所　生涯学習センター　オープンギャラリー
内容　�平成30年間の年表、世界の30年間の年

表ほか

期間　同上　　場所　町立図書館
内容　平成に関連する書籍の特設コーナー設置

同日企画 ～平成を本で振り返る～

日時　8月18日㈰
　　　13時30分～15時30分（開場／ 13時）
場所　生涯学習センター　多目的ホール
定員　250名（事前申込不要）
内容　�平成30年間に世界で起きた戦争や紛争に

関する講演

講師　 藤
ふじもと

本　一
か ず み

美　氏（専修大学名誉教授）
　　　�著作『アメリカ近代政党の形成』　
　　　第3回日米友好基金賞受賞　他多数。

主催／杉戸町、杉戸町教育委員会　共催／杉戸町国際交流協会　後援／学校法人昌平学園�昌平中学・高等学校

昨年の様子
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